


	参考資料２－２　保護者や児童生徒への配付資料（例）



知っている人の自殺を経験した人へ

強い絆のあった人が亡くなるという体験は、遺された人に様々なこころの問題を引き起こしかねません。病死や事故死よりも、自殺はさらに大きな影響を及ぼします。
このような体験をした人の中には以下に挙げるような症状が出てくることがあります。時間とともに徐々に和らいでいくものから、永年にわたってこころの傷になりかねないものまで様々です。時には、うつ病、不安障害、PTSD（心的外傷後ストレス障害）を発病して、専門の治療が必要になることさえあります。次のような症状に気づいたら、けっして一人で悩まずに○○○（電話×××）に連絡して、相談に来てください。周囲の人に同じような症状に気づいたら、相談に行くように助言してください。


	・眠れない
・いったん寝付いても、すぐに目が覚める
・恐ろしい夢を見る
・自殺した人のことをしばしば思い出す
・知人の自殺の場面が目の前に現れる気がする
・自殺が起きたことに対して自分を責める
・死にとらわれる
・自分も自殺するのではないかと不安でたまらない
・ひどくビクビクする
・周囲にベールがかかったように感じる
・やる気がおきない
・仕事に身が入らない
・注意が集中できない
	・些細（ささい）なことが気になる
・わずかなことも決められない
・誰にも会いたくない
・興味がわかない
・不安でたまらない
・一人でいるのが怖い
・心臓がドキドキする
・息苦しい
・漠然とした身体の不調が続く
・落ち着かない
・悲しくてたまらない
・涙があふれる
・感情が不安定になる
・激しい怒りにかられる
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